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外科医の働き方改革のためには
労働基準法における時間外労働の上限規制に関し
て，医師に例外的に与えられている 5年間の適用猶予
が 2024 年 3 月に終了し，いよいよ医師も法律の下で
労働時間が管理されることになる．まだ 1年以上ある
と思われるかもしれないが，実はもう余裕はない．大
学病院や地域の中核病院の多くでは，法律が定める時
間外労働の上限である年間 960 時間（A水準）内に収
まらず，年間 1,860 時間（Bまたは C水準）までの時
間外労働の許可申請を都道府県に出さねばならないの
だが，この申請・承認には膨大な手続きと時間がかかるのである．
どの病院でも問題になっているのが外科医の勤務時間の管理である．伝統的に外科医の教育は，
徒弟制度，見て盗んで覚える，患者に張り付いて学ぶといったスタイルであり，手術と同じくらい
術後管理も重要だと教えられるため，若手は病院が生活の場所になってしまうことすらある．医学・
医療に限らずどのような分野でも，技術や知識の習得，目標達成のために持てる時間のすべてを費
やすという時期があってもおかしくはないし，そう志願する者も少なくないが，問題はこれがルー
チン化・義務化してしまうことである．過度の集中は効率を下げ，日常臨床にミスが出やすくなる
ことが報告されている．古い教育・勤務システムを見直すという意味では，この働き方改革をよい
チャンスととらえたい．
これを進める上での障壁として，①外科医の勤務と自己研鑽の切り分けの難しさ，②外科医の
給与待遇の（相対的）低さ，③ワーク・ライフ・バランスの認識における世代間の著しいギャップ
の 3点があげられる．前 2者についてはさまざまな調整や施策が必要となるが，③に関しては比較
的単純な手が打てるのではないか．すなわち，外科教授・外科部長クラスの意識改革である．教
授・部長も世代交代は進んでいるはずなのだが，先日，とんでもなく古い考えを主張する若い外科
教授がいて驚いた．こういう人が頂点に君臨する限り，大学の教室という組織の変革は難しい．ま
ず管理職レベルの外科医を対象に，厚生労働省や学会が継続的に意識改革をプッシュすることで，
若手との本音の議論や変革が進むのではないか．病院長になって初めて労務管理や医療安全研修を
学ぶのでは遅すぎる．
私が病院長を務める施設では，労働基準監督署から強い是正勧告を受けたことがきっかけで，真
剣に働き方改革に取り組んだ．カンファレンスや回診をできるだけ勤務時間内に取り込む工夫や，
休日の当番制の徹底などで効果を上げたが，部長・副部長を対象とした「マネージメント研修」を
開催し好評を博した．これまでプレーヤーとして先頭を走ることだけを考えてきた部長たちは，マ
ネージャーとしての認識を持つことをとても新鮮に感じたようだ．今後，若い外科医が法律の定め
る労働時間内に効率的に臨床経験を積めるよう，管理職医師たちの積極的な意識改革が進むことを
期待したい．
� （佐 野 　 武）
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